
2019年9月28日（土）に聖隷浜松病院 大会議室において
「2019年度 第1回 がんに関する市民公開講座

学ぼう！がんゲノム医療」
が開催され、総勢111名の方にご来場いただきました。

その際、アンケートを実施させていただきましたが、
その集計作業が完了しましたのでご報告いたします。



≪アンケート集計結果≫（アンケート回収数：79）

【性別】 【年代】

■本日の講演会全体を通じての感想をお教え下さい。

　　　　【時間について】 【満足度について】

■満足度について、「大変満足した」「満足した」と答えた方にお聞きします。
　 参考になった内容はどれですか。（※複数回答可）

■今回の講演会はどのようにお知りになりましたか。
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【その他の内訳】

・友人からの紹介×２

・地域連携の案内

・家族からの紹介×２

・上司からの紹介
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① ② ③ ④ ⑤

①＝もう始まっているがんゲノム医療

～がん治療はどうかわるのか？～

②＝がん遺伝子パネル検査 なにが分かるの？

③＝「よく理解し決める」を支援します！

～検査の前はもちろん、検査の後も～

④＝気軽に脳トレ体操



■今後とりあげるテーマについてご要望がございましたらご記入ください。

■ご意見、ご質問等ございましたらご記入ください。

ご協力ありがとうございました。
聖隷浜松病院　がん診療支援センター

・免疫療法について
・肺がんについて（喫煙との関係)
・がん再発転移について
・聖隷でできないがん治療それはどこでできるのか
・併発するがんの現状と対応
・各種がんの生存率について。各種がんの病院ごとの治療数比較
・乳がん
・胃がん
・免疫療法の最先端治療とリスク
・がん予防・早期発見(自己発見法)について
・血液のがんの治療について再発した場合の治療について
・血液のがん
・膵がん
・先進医療や自由診療と標準治療を選択するにあたってどんな考え方・見方・捉え方が必要なのかということを知りたい。またがんが見つかったと
き
その後の治療について、どんな風に医師と話し合い進めていけばいいのかなど具体的なこと。
・最新の情報を知りたいです。他県・外国とかの事も。
・がんのテーマでしたら何でも良い
・将来性のあるがんを中心とした疾患の診断・治療について
・乳がんの最新治療法や予防法などの講演
・医療ソーシャルワーカーの働きと問題点・展望

・医師・臨床検査技師・看護師の方々の幅広い視点でのご講義大変勉強になりました。がんゲノム医療は全くゼロからお話を伺いました。
復習して少しでも知識の定着につとめたいと思いました。また、最初にご講義いただいて予備知識をいただいた後に質問を受け付けていただく
スタイルはとても素晴らしいと思いました。ありがとうございました。
・どの内容もとても分かりやすく聞かせていただきました。良い勉強になりました。
・外来でゲノム外来の予約を入れる対応をしたところです。30分前のコーディネーター外来のことやオンコパネルとファウンデーションONEの違いetc
わかって良かったです。が、知ってから対応できる様にならないといけないと思いました。
・とても参考になりました。
・知らないことばかりで勉強になりました。今後も時間があったら聞きに来たい
・講演内で「支援センターや看護師に相談する」ということが言われていましたがやはり時間的な制約もありなかなか思うように相談することが難し
かった経験があります。また、支援センターでのお話は知識的な側面でのサポートは得られましたが心理面でのサポートはあまり得られなかった
のが残念でした。掘り下げてサポートして頂きたかったと思います。（同じ内容で某病院の支援センターに支えて頂きました）抗がん剤の副作用に
ついても化学療法室での投与（2日目)まで細やかな説明や対処方法が示されませんでした。通院中に何度か看護師に質問しましたがそこまでの
説明はありませんでした。もし、可能であれば初回投与時（入院時から)それらの説明を頂きたかったです。医師・看護師の皆様には最高最善の
治療をして頂き心から感謝しております。ありがとうございました。
・がんの薬について、良い細胞をそのままにがんだけをやっつけてくれるものはないのですか。
・毎回素晴らしい講座に参加できますこと感謝申し上げます。大変分かりやすく説明して下さりありがとうございます。
私もH21.6乳がん手術をやっていただきました。現在も元気に過ごせますこと感謝申し上げます。いつもお手紙くださりありがとうございます。
・ありがとうございました!!遠方から来ましたがとても有意義な時間をありがとうございました。
浜松という大きな都市にこんな立派ながんセンターがありとても羨ましく思えました。
・いつもありがとうございました・講演のハンドアウト（PDF)を限定的でもいいので公開してほしい。非常に分かりやすかった。
　（病理関係の仕事をしている民間会社員)
・演者が少々早口でしたがスピーカーの音量が上がったので助かりました。
・正面スクリーンが暗くて見づらかった。
・看護のスライド「×公認心理士」「公認心理師」。
・ストレッチの時に画面に湖畔や川などの風景が出るとさらに雰囲気が良かったかもしれません。
・がん患者、お話会・相談会の(心配・再発)コミュニケーションの場を作って下さい。お願いします。
・スライドが薄くて見にくい。講師が早口、声が小さい
・パネルの文字が読みづらいので前の部分のライトダウン願いたい

・上司からの紹介


